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好きな外国料理の１位は「日本料理」

出典：ジェトロ「日本食品に対する海外消費者意識アンケート調査」（2014年3月）を基に作成
出典：日本貿易振興機構調査（2014年3月）※複数回答可、回答者数に対する回答個数の割合。 （自国の料理は選択肢から除外）

●訪日外国人観光客が
「訪日前に期待していたこと」（全国籍・地域、複数回答）

１位 「日本食を食べること」（76.2％）
出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」平成26年度年次報告

●外国人が好きな外国料理 １位「日本料理」（66.3％）
出典：日本貿易振興機構調査（2014年3月）

※複数回答可、回答者数に対する回答個数の割合（自国の料理は選択肢から除外）

●海外の日本食レストランの数（外務省調べ、農林水産省推計）

和食ブーム

2006年
約2万4千店

2013年
約5万5千店

「和食」に関する報道が増加 国民が和食を食べる頻度が増加傾向との調査結果も

○ 平成２５年１２月に「和食：日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無形文化遺産に登録されたことを契機として、国内外
で「和食」に対する関心が高まっている。

○ 海外では、訪日前の外国人観光客が期待することの１位が「日本食の食事」、また、外国人の好きな外国料理でも「日本
料理」が１位に挙げられている。さらに、海外の日本食レストラン数も近年大幅に増加する傾向にある。国内でも、「和
食」に関する報道が増加。民間のアンケート調査では、国民の和食を食べる頻度が増加傾向にあるとの結果も出ている。

「和食」に関する新聞記事のヒット件数

「和食」ユネスコ
登録決定

※日経テレコンＤＢからの月別新聞記事の「和食」のヒット件数 出典：株式会社リクルートライフスタイル調査（2015年1月）

この１年間における和食を食べる頻度の変化

増加派
※和食を食べる頻度が「高まっている」、
「やや高まっている」と回答した者の計

３４．５％

減少派
※和食を食べる頻度が「やや減っている」、「減っている」
と回答した者の計

４．９％

201７年

約１１万８千店

好きな外国料理（６ヵ国全体結果）

国内外で注目を集める「和食」
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2015年
約８万９千店



【世界の人口】
73億人
（2015年）

97億人
（2050年）

【世界の飲食料
の市場規模】
（主要国）

340兆円
（2009年）

680兆円
（2020年）

2倍

+32%

【日本の人口】
1.27億人
（2015年）

0.97億人
（2050年）

-24%

※資料：農林水産省「平成23年農林漁業

及び関連産業を中心とした産業連関表」

等を基に試算

（本資料は年次や対象等が異なる複

数の統計、調査等を組み合わせて作

成したものであり、金額等が整合しな

い点がある。）

【我が国の農林水産物・食品の輸出額】

4,511億円（2011年） 7,451億円（2015年）

【世界の農産物貿易額】
1兆4,000億ドル（約136兆円）（2013年）

国内消費向け食用農林水産物
１０．５兆円

飲食料の国内最終消費
７６．３兆円

販売 加工・流通 生産・輸入

海
外
食
市
場

1.7倍

個人出荷

卸売市場流通 生
産
資
材
等

国
内
消
費
者

卸売市場外流通
国
内
生
産
（生
産
者
）

卸売市場

取扱金額
6.7兆円
（H25）

卸
売
業
者

仲
卸
業
者
・買
参
人

市場外流通
の割合食

品
小
売
業
者
等

外
食
産
業

25.1
兆円

市場経由率

青果 60%

水産 54%

食肉 10%
輸
入※市場経由率は重量ベースで算出

（H25）

食
品
製
造
業
者

9.2
兆円

1.3
兆円

51.2
兆円

76.3
兆円

生鮮品等
12.5兆円
加工品

38.7兆円

食
品
卸
売
業
者

〇青果の産直取引、契約栽培、米・麦等
〇直売所、ネット通販、宅配など

青果 40%

水産 46%

食肉 90%

33.4
兆円

農
協
等

〇農林水産物・食品の流通・加工構造を、現在の食料需給や消費の実態に合わせていくことが課題。

流通・加工構造の変化
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